
食育だより ５月

入所・進級から1か月がたちました。笑顔いっぱいの毎日を過
ごし、給食もよく食べて、保育所での生活にも少しずつ慣れてき
た様子の子ども達ですが、新しい環境のストレスも現れやすいこ
の時期は急に体調を崩してしまうお子さんもいます。十分な睡眠
をとって、身体と心を休ませてあげてくださいね。

5月5日は「こどもの日」

1948年（昭和23年）に5月5日が「こどもの
日」となり、「こどもの人格を重んじ、こど
もの幸福をはかるとともに、母に感謝する日」
として、国民の祝日に定められました。

もともとこの日は男の子の健やかな成長を願う「端午の
節句」でもあることから、柏餅（かしわもち）や
粽（ちまき）を食べる食文化があります。
柏餅の柏の葉は新芽が出ないと古い葉が落ち
ないため、新芽を子ども、古い葉を親に見立
てて「跡継ぎが途絶えない」、「子孫繁栄」と
結び付け、江戸時代から縁起の良い食べ物とし
て食べるようになったそうです。粽は中国から
端午の節句が伝来したときに一緒に伝来し、
厄除けなどの力があるとされた伝統ある食べ物だそうです。

保育所では、窒息予防の観点からこのようなお餅のおや
つの提供は控えておりますが、代わりにこいのぼりの形を
したかわいいクッキーを用意しますので、お楽しみに♪
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窒息等の事故が起きやすい乳幼児期は、硬いもの、丸くてつるっとして
いるもの、弾力があるもの、粘着性の高いものなどにはご注意ください。


